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（百万円）

1．連結損益状況
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親会社株主に帰属する
当期純利益経常利益営業利益売上高

前年同期⽐▲20.5％前年同期⽐▲36.9％前年同期⽐▲34.3％前年同期⽐+1.9％

45,663
44,821

2,931

4,464

2,679

4,247

1,996
2,511

為替レート 2021年3月期
（円）

2022年3月期
（円）

増減
（円）

増減率
（％）

米ドル 106.17 112.86 +6.69 +6.3％
タイバーツ 3.42 3.43 +0.01 +0.3％
⼈⺠元 15.44 17.03 +1.59 +10.3％
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営業利益率
6.4%



4,247 

▲600 
▲547 

▲734 
＋180 +188 ▲19 ▲39 +3 

2,679 

2021年3月期 ⾦型投資費⽤
未回収分

生産・受注変動 原材料・労務費・
経費等の原価増

原価低減施策
等による
利益増

為替影響 販管費増 営業外
収益減

営業外
費⽤減

2022年3月期

2．増減要因

部品・⾦型事業の生産・受注変動及び原材料価格高騰・客先生産変動に伴う
労務費負担増等の原価高の要因により減益。

営業利益段階 ▲1,532悪化

経常利益段階 ▲1,568悪化
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(特殊要因)
＊⾦型投資費⽤の未回収分の

回収 (タイ、武漢)

（百万円）



3．セグメント業績(丸順) 5/15

売上高 経常利益
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1,305 

1,782 1,899 1,997 

1,357 

9.4%

11.1% 11.2%
12.6%

9.5%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

（百万円）半導体供給不⾜
による客先の減産
影響

原材料価格の高騰
及び売上減少の影響

【増減要因】
売上高 半導体供給不⾜による客先の減産影響及び⾦型設備等の販売減少等により、減収。

経常利益 原材料価格高騰及び売上高減少の影響等により、減益。



3．セグメント業績(タイ) 6/15

売上高 経常利益
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市場回復に伴う
客先の生産増

生産回復に伴う売上増及び
構造改⾰に伴う利益体質改
善が寄与

【増減要因】
売上高 客先の国内・輸出向け⾃動⾞部品、汎⽤エンジン部品の生産増加等により、増収。

経常利益 構造改⾰に伴う利益体質改善の推進等により、損失減少。営業利益段階では⿊字化。



3．セグメント業績(広州) 7/15

売上高 経常利益
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原材料価格の高騰及び
主要客先の生産変動に伴う
労務費負担等の増加の影響

18,374 17,875 
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現地通貨ベースでは前年同期と
同水準となったものの、円安による
為替変動により邦貨ベースでは増加

【増減要因】

売上高 半導体供給不⾜による客先の減産影響により現地通貨ベースでは前期同水準となった
が、円安の為替影響により邦貨ベースでは、増収。

経常利益 原材料価格高騰及び生産変動による労務費負担増加等の影響により、減益。



3．セグメント業績(武漢) 8/15

売上高 経常利益
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現地通貨ベースでは前年同期と
同水準となったものの、円安による
為替変動により邦貨ベースでは増加

原材料価格の高騰のほか
前期は⾦型投資費⽤の
未回収分の回収あり

【増減要因】

売上高 半導体供給不⾜による客先の減産影響により現地通貨ベースでは前期同水準となったが、円安の為替
影響により邦貨ベースでは、増収。

経常利益 原材料価格高騰及び生産変動による労務費負担増加等の影響、前期は⾦型投資費⽤の未回収分の
回収があったことにより、減益。



４．連結キャッシュフローの状況

生産設備・⾦型の仕掛り増加及び
前期から今期への投資の期ズレ等の要因により、フリーキャッシュフローはマイナス。
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9,352 
6,091

＋2,979 ▲3,934 
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フリーキャッシュフローは▲9億円

現⾦および現⾦同
等物の期首残高

営業活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

現⾦及び現⾦同等
物に係る換算差額

現⾦及び現⾦
同等物の期末残高

（百万円）



5．設備投資額、減価償却費

2022年3月期の主な投資
【日本】 基幹システム導⼊、レーザーブランク設備、トランスファープレス機更新、新型⾞種⾦型
【タイ】 プレス機オーバーホール、新型⾞種⾦型
【広州】 溶接設備能⼒拡⼤、塗装前洗浄ライン設備、新型⾞種⾦型
【武漢】 溶接設備能⼒拡⼤、新型⾞種⾦型
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6．財務状況

⾃⼰資本増強と有利⼦負債圧縮により、財務体質の改善は順調に進捗。
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有利⼦負債 現預⾦ ⾃⼰資本⽐率



7．連結業績予想
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単位︓百万円
親会社株主に帰属する

当期純利益経常利益営業利益売上高
前年同期⽐▲4.8％前年同期⽐+12.0％前年同期⽐+9.1％前年同期⽐+16.1％

53,000
45,663

3,200
2,931 3,0002,679

1,9001,996
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営業利益率
6.0%

（百万円）

2023年度3月期（円）
為替レート ⽶ドル︓120.00、タイバーツ︓3.20、⼈⺠元︓18.00



2,679 

+801 ▲739 
+218 ＋86 ▲97 +52 
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8．増減要因 13/15

原材料価格高騰の影響が継続するが、年間での増産効果や
合理化施策等により吸収する⾒通し。

営業利益段階 +269改善

経常利益段階 +321改善
（百万円）



＜配当方針＞
現中期については連結⾃⼰資本⽐率40%を目標値とし、財務体質強化に注⼒。
現中期の配当については、世界的な⾃動⾞の⽣産停⽌等の甚⼤な変化がない限り、
少しずつでも毎年増配していくことを基本的な考え方としている。

中間・期末ともに無配

2015年3月期〜2018年3月期

２円
２円 ３円

2021年
3月期

配当の推移

4円

6円

中間 期末

2014年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2022年
3月期

実績 予定

《事業構造改⾰期間》
2016年３月期〜2018年３月期

経営悪化に伴い無配

4円
4円

2023年
3月期

東証上場を記念し配当を上乗せ
(普通配当4円＋記念配当2円)

6円

6円

8円

8円

9．配当について 14/15



https://www.marujun.co.jp/当社ウェブサイトにてIR情報を
ご提供させていただいております

この資料は、株式会社丸順（以下、当社）の現状をご理解いただくことを目的として、当社が作成した
ものです。当資料に記載の内容は、⼀般的に認識されている経済・社会等の情勢および当社が合理的
と判断した⼀定の前提に基づいて作成したものであり、経営環境の変化等の事由により、予告なしに変
更する可能性があります。また、将来に関する記述については、現在における⾒込み、予測およびリスクを
伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの内容とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおりま
す。
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